
１　学習の到達目標

２　学習の計画

令和８年度　国語科「漢文講読」シラバス　

単位数 ２単位 学科・学年・学級 ３学年６・７・８組選択者

教科書 「古典探究　漢文編」（筑摩書房） 副教材等

「基礎からのジャンプアップノート漢文
句法・演習ドリル改訂版」（旺文社）
「必携　新明説漢文　新装二版」（尚文
出版）「総合国語便覧」（第一学習社）
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人面桃花（孟棨） 小テスト・発問評価

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。
（２）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，漢文などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって漢文に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

月 育成する資質・能力 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価材料

・物語中における漢詩の役割を学ぶことを基
に，文章の種類を踏まえて，構成や展開など
を的確に捉える。

定期考査

ワークシート分析・漢文の作品や文章の種類とその特徴につ
いて理解を深める。

第二部　第５章　物語の
展開
物語の展開を学び，作
品の理解を深める

定期考査
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小テスト・発問評価柔之勝剛（老子）

ワークシート分析

・逆説的な表現を基に，漢文の文の成分の順
序や照応，文章の構成や展開の仕方について
理解を深める。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，
自分のものの見方，感じ方，考え方を豊かにす
る読書の意義と効用について理解を深める。

第二部　第７章　思想の
展開
普遍的な価値について
の考えを深める

中間考査

定期考査

詩経大序 小テスト・発問評価

・時代背景の学習を基に，作品の成立した背
景や他の作品などとの関係を踏まえながら
漢文を読み，その内容の解釈を深め，作品
の価値について考察する。

・詩集の序文から読み取れることを基に，我
が国の文化の特質や，我が国の文化と中国
など外国の文化との関係について理解を深
める。
・時間の経過による言葉の変化や，漢文が
現代の言葉の成り立ちにもたらした影響につ
いて理解を深める。

第二部　第２章　主張と
文体
文章の種類を踏まえ
て，構成や展開の違い
を理解する

第一部　第２章　生き方
の表明
言語表現に託された生
き方の表明を読み取る

6 漁父辞（屈原） 小テスト・発問評価

ワークシート分析

期末考査

小テスト・発問評価

【一学期】
・漢文に用いられている
語句の意味や用法を理
解し，漢文を読むため
に必要な語句の量を増
やすことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにし
ている。
・漢文を読むために必
要な文語のきまりや訓
読のきまりについて理
解を深めている。
・作品の成立した背景
や他の作品などとの関
係を踏まえながら漢文
を読み，その内容の解
釈を深め，作品の価値
について考察している。
・漢文の作品や文章を
多面的・多角的な視点
から評価することを通し
て，我が国の言語文化
について自分の考えを
広げたり深めたりしてい
る。

ワークシート分析

7 定期考査

ワークシート分析

定期考査

9

与微之書（白居易）

ワークシート分析

中間考査

【二学期】
・漢文に用いられている
語句の意味や用法を理
解し，漢文を読むため
に必要な語句の量を増
やすことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにし
ている。
・漢文を読むために必
要な文語のきまりや訓
読のきまりについて理
解を深めている。
・必要に応じて書き手の
考えや目的，意図を捉
えて内容を解釈するとと
もに，文章の構成や展
開，表現の特色につい
て評価している。
・漢文の作品や文章に
ついて，内容や解釈を
自分の知見と結び付
け，考えを広げたり深め
たりしている。

定期考査

10 春夜宴桃李園序（李白） 小テスト・発問評価

・「書」の内容を理解することを基に，文章の
種類を踏まえて，漢文特有の表現に注意し
て内容を的確に捉える。
・必要に応じて書き手の考えや目的，意図を
捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成
や展開，表現の特色について評価する。

・人生に対する李白の処し方を読み取ること
を基に，作品や文章などに表れているもの
の見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社
会．自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりする。

第二部　第６章　心情の
表出
作品が成立した背景を
踏まえて解釈を深める

第一部　第２章　生き方
の表明
言語表現に託された生
き方の表明を読み取る



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

小テスト・発問評価

ワークシート分析

定期考査

・漢文の作品や文章な
どに表れているものの
見方，感じ方，考え方を
踏まえ，人間，社会，自
然などに対する自分の
考えを広げたり深めた
りしている。
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捕蛇者説（柳宗元）

定期考査

石壕吏（杜甫） 小テスト・発問評価

ワークシート分析

期末考査

12 九月九日憶山東兄弟（王維） 小テスト・発問評価

ワークシート分析
定期考査
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授業内考査① 授業内考査

授業内考査 授業内考査② 授業内考査

【三学期】
・漢文に用いられている
語句の意味や用法を理
解し，漢文を読むため
に必要な語句の量を増
やすことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにし
ている。
・漢文を読むために必
要な文語のきまりや訓
読のきまりについて理
解を深めている。
・文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを
的確に捉えている。
・文章の種類を踏まえ
て，漢文特有の表現に
注意して内容を的確に
捉えている。

定期考査，課題テスト，小テスト，提出物などを総合的に評価します。

現代社会において，「漢文」の必要性は不当に低く見積もられることが多くなっています。しかし,日本語がここまで充実し，発展した言語となり得たの
は，その根源に「漢文」があるためです。そのことを鑑みれば，「漢文」は不要な科目などではなく，国語の原点とも言える科目です。
これまでも大学入学試験では「国語」の試験が課されてきました。ところが近年，「国語」から「古典を除く」という範囲が示されることが非常に多くなっ
ています。特に，「漢文」に関しては，最初から想定すらされていないような出題が見られる大学も多くあります。しかし，「大学入学共通テスト」では
「センター試験」と呼ばれる時代から「漢文」が消えることはありません。日本国として、日本人として、その言語の根源である「漢文」をないがしろに
しない精神を養ってもらいたいです。要するに，私たちの言語の根源を学ぶことが「漢文」です。大学入試のために受講した人，他の選択科目よりは
ましと思って受講したため受験では漢文が不要な人，様々な意欲の生徒がいると考えられますが，間違っても「受験のための漢文」ではなく，「教養
としての漢文」を学ぶ意識を忘れないようにしてください。教養を身に付けながら，入試の対策もできるということを忘れずに，卒業までやる気をなく
すことなく真面目に取り組んでください。その他，授業中の教員の指導を傾聴し，聞き逃しが無いようにしましょう。

知識・技能

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語
文化に対する理解を深めることができる。
・漢文に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要な語句の量を増やすこ
とを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・漢文の作品や文章の種類とその特徴について理解を深めることができる。
・漢文の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができる。
・漢文の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，修辞などの表現の特色について理解を深
めることができる。
・漢文などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化との
関係について理解を深めることができる。
・漢文を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深めることができる。
・時間の経過による言葉の変化や，漢文が現代の言葉の成り立ちにもたらした影響について理解を
深めることができる。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊かにする読
書の意義と効用について理解を深めることができる。

思考・判断・表現

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，漢文を通した先人のものの見方，感じ方，
考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。
【読む能力】
・文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えることができる。
・文章の種類を踏まえて，漢文特有の表現に注意して内容を的確に捉えることができる。
・必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や展開，表現の特色につ
いて評価することができる。
・作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら漢文を読み，その内容の解釈を深め，作品の価値
について考察することができる。
・漢文の作品や文章について，内容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げたり深めたりすることができる。
・漢文の作品や文章などに表れているものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然，などに対する自
分の考えを広げたり深めたりすることができる。
・関心をもった事柄に関連する様々な漢文の作品や文章などを基に，自分のものの見方，感じ方，考え方を深める
ことができる。
・漢文の作品や文章を多面的・多角的な視点から評価することを通して，我が国の言語文化について自分の考え
を広げたり深めたりすることができる。

主体的に学習に取り組む態度
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって漢文に親しみ自己を向上させ，我が国
の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとしている。
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授業内考査

・対句の詠み方を意識することを基に，作品
や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深め
る。

・古体詩を読むことを基に，関心を持った事
柄に関連する様々な漢文の作品や文章など
を基に，自分のものの見方，感じ方，考え方
を深める。

・比喩や引用などの表現効果を基に，書き手
の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈す
るとともに，文章の構成や展開，表現の特色
について評価する。

・既習事項を基に，文章の種類を踏まえて，
構成や展開などを的確に捉える。
・既習事項を基に，文章の種類を踏まえて，
漢文特有の表現に注意して内容を的確に捉
える。
・漢文の作品や文章の種類とその特徴につ
いて理解を深める。
・漢文を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりについて理解を深める。

第一部　第６章　説得の
技法
典故や比喩に託された
主張を読み取る

第一部　第３章　韻文の
表現
景情一致の技法を理解
する

第二部　第３章　韻文の
伝統
作者の意図を踏まえ
て，作品を朗読する


